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本機の概要

RMU-01 は、ソニーワイヤレスマイクロ
ホンシステムのネットワークリモートコ
ントロール（以下、NTリモート）に使
用するリモートコントロールユニットで
す。
• 本機をLAN接続して任意の場所に設置
することでトランスミッターのリモー
トコントロールが可能になり、1 つの
システムで 82 台までのトランスミッ
ターの使用を可能とする NTリモート
システムの運用利便性が向上します。
本機は 1つのシステムに 9台まで接続
可能です。

• 電源は PoE（Power over Ethernet）に
対応しており、長距離の LAN配線が
容易になります。また付属のACアダ
プターからも供給可能です。

• 本機は 1/4 波長モノポールアンテナを
内蔵しており、突起部の少ない堅牢性
を考慮した構造です。また目立たず設
置場所に調和するデザインとなってい
ます。マイクスタンドへの取り付けが
可能であるほか、付属のブラケット
（取付金具）を用いて壁面、ポール、
照明バトンやキャットウォークなどへ
の設置にも対応しています。

• 本機の台数を増やしても、使用可能な
トランスミッターの台数は増えませ
ん。本機の台数にかかわらず、1 つの
システムあたり 82 台が上限です。

◆ 設置場所、設置間隔、使用するケーブル類
について詳しくは、「使用上のご注意」 （26
ページ）をご覧ください。

• PoE ハブおよび PoE 給電器は、市販の
ものを別途ご購入ください。

◆ レシーバー、PoE機器、ハブなどとの接続
について詳しくは、各機器に付属の取扱説
明書をご覧ください。

PoE（Power over Ethernet）と
は・・・
LANに使用するイーサネットケーブル
で電源供給する技術です。通信ケーブル
と電源ケーブルを 1本にまとめることが
できるため、電力供給の困難な場所での
運用が容易になります。
本機は IEEE802.3af に準拠した PoE 対応
ハブと接続して電源供給を受けたり、ま
たは通常のハブと本機の間に PoE 給電器
をはさんで電源供給を受けることが可能
です。

ご注意
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各部の名称と働き

a アンテナ 格納部

b マイクロホンスタンド取り付け用
穴

マイクロホンスタンド（PF 1/2 ねじ規
格）に取り付けることができます。
NS 5/8 インチ規格またはW 3/8 インチ規
格のマイクロホンスタンドに取り付ける
場合は、付属のねじアダプターを使用し
てください。

c ACアダプター端子とPOWERイン
ジケーター

付属のACアダプターをACアダプター
端子に接続して、本機に電源を供給する
ことができます。

AC アダプター端子または LAN端子か
ら本機に電源が供給されているとき、
POWER インジケーターが緑色に点灯し
ます。

◆ 本機への電源供給について詳しくは、「電源お
よび各機器との接続」 （22 ページ）をご覧く
ださい。

d LAN端子（RJ-45）
10Base-T/100Base-TX 方式のネットワー
ク接続用端子です。通信速度は、接続先
の機器に合わせて自動的に切り替わりま
す。
DWR-R01D などのレシーバー、
Windows パソコン、ハブなどと接続し
ます。
PoE 給電可能なハブや給電器と接続した
場合には、この端子を通して電源供給を
受けます。

正面

底面
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NTリモート機能
を活用するために

NTリモート機能を有効にかつ安定して
運用するために、以下の点にご注意くだ
さい。
• 2.4GHz 帯の電波には、直進性が強く、
回り込みにくい性質があります。本機
とトランスミッターの間が人や物など
の障害物に遮られると受信電波の強度
が急激に低下しますので、できるだけ
ワイヤレスマイクロホンやトランス
ミッターから直視できる位置に本機を
設置することをおすすめします。

• 障害物による遮蔽を避け、2.4GHz 帯
の電波の安定した伝送を確保するため
には、本機を最低でも 2 台設置して運
用することをおすすめします。複数台
を使用する場合、設置する間隔は
10 m ～ 20 m 程度を目安としてくださ
い。

• 本機は 1 つのシステムに 9 台まで接続
可能です。電波が遮蔽されやすいな
ど、運用環境が不利な条件である場合
には、必要に応じて台数の追加をご検
討ください。

• 屋外では壁面や床面などでの反射が期
待できず、屋内よりも使用できる範囲
が狭くなる傾向があります。屋外で
は、電波の伝搬距離を短くするため、
できるだけトランスミッターの高さと
同じになるように本機を設置してくだ
さい。

• あらゆる環境において、本機を縦置き
する（端子のある面を下に向ける）こ
とで、内蔵アンテナは効率良く機能し
ます。ただし、屋内で天井付近に設置

する場合のみは横置きする（SONY ロ
ゴを下向きにする）方が有利となりま
す。

• 電波伝搬の状態は設置される場所の建
造物の構造や材質などに依存し、それ
ぞれの設置環境ごとに変わってきま
す。ワイヤレスリモートコントロール
コンディションレベル表示（2.4GHz 
無線信号の品質を示します。詳しく
は、ワイヤレスマイクロホン、トラン
スミッターやレシーバーに付属の取扱
説明書をご覧ください。）の値が常に
または で安定することを目

安に、あらかじめ実運用でご確認のう
え設置することをおすすめします。

• 複数台からなるカバーエリアを重ねて
面積を広くした場合、トランスミッ
ターがある RMU-01 から別の RMU-01 
に接続を変更する動作（ローミング）
が発生します。カバーエリア同士が完
全に隣接していて抜け落ちた領域がな
い状況でも、このローミングが発生す
る際にはトランスミッターとレシー
バーの接続は必ず切断されます。接続
の切断は、数秒程度にわたって継続す
る場合があることをご了承ください。

内蔵アンテナの特性について
アンテナはケースの中に収まっていて、
アンテナの軸を中心に同心円状に電波を
強く放射する特性を持ちます。この方向
にトランスミッターを置くのが有利に運
用するポイントです。
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電波が強く放射される半径はアンテナを
中心に 10 m 程度ですので、複数台設置
の場合はこの円が重なるように設置する
ようにしてください。

設置例1（平面図）
ある場所に本機を 2 台設置して、人の腰
に装着したボディーパックトランスミッ
ターを制御する場合は、常にトランス
ミッターが人体によって遮蔽されず直視
できる位置で運用できるよう、対角に配
置することをおすすめします。

設置例2（平面図）
複数台からなるカバーエリアを重ねて面
積を広くする場合は、10 m の円が重な
り合い、抜け落ちたエリアがないように
するのが安定運用のポイントです。

設置例3（断面図）
マイクスタンドに設置する場合の例で
す。

アンテナ（本機内部）

1) 半径約 10 m
2) SONYロゴ印刷面

1) RMU-01
2) 人の腰に装着したトランスミッター

1) RMU-01
2) トランスミッター
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屋内の場合：壁面、床や天井による反射
の効果があるので、高さについてはとく
に条件はありません。
屋外の場合：できるだけトランスミッ
ターと同じ高さに設置してください。

設置例4（断面図）
壁面に設置する場合の例です。
屋内の場合：壁面、床や天井による反射
の効果があるので、高さについててはと
くに条件はありません。
屋外の場合：できるだけトランスミッ
ターと同じ高さに設置してください。

設置例5（断面図）
屋内で天井近くに設置する場合の例で
す。

1) RMU-01
2) トランスミッター
3) 床

1) RMU-01
2) トランスミッター
3) 壁
4) 床

1) RMU-01
2) トランスミッター
3) 放射特性を生かすため、SONYロゴの面
を下向きに設置してください。

4) 天井
5) 壁
6) 床
7



取り付け

マイクロホンスタンドに
取り付ける

1 付属のケーブルホルダーを本機に取
り付ける。

2 NS 5/8 インチ規格またはW 3/8 イン
チ規格のマイクロホンスタンドに取
り付ける場合は、付属のねじアダプ
ターを本機のマイクロホンスタンド
取り付け穴にねじ込む。

3 マイクロホンスタンドの先端に本機
のマイクロホンスタンド取り付け用
穴を合わせて差し込み、回して固定
する。

4 ケーブル類を接続する。

◆ 接続について詳しくは、「電源および各
機器との接続」 （22 ページ）をご覧くだ
さい。

5 ケーブル類をケーブルホルダーでま
とめる。

本機裏面

取り付け用ねじ（付属）

ケーブルホルダー
（付属）

ねじアダプター
（付属）

マイクロホン
スタンド
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壁面に取り付ける

LAN 端子に直接手で触れないでくださ
い。静電気が流れ、部品が破壊されるお
それがあります。また、静電気から本機
を保護するため、付属の取付金具や落下
防止ワイヤーなどを金属製のものに取り
付けて接地することをおすすめします。

1 付属の取付金具Aを壁面にねじで固
定する。

2 付属の取付金具Bとケーブルホル
ダーを本機に取り付ける。

3 ケーブル類を接続し、ケーブルホル
ダーでまとめる。

◆ 接続について詳しくは、「電源および各
機器との接続」 （22 ページ）をご覧くだ
さい。

4 取付金具Bに、付属の落下防止ワイ
ヤーを巻きつける。

5 壁付けした取付金具A上部の四角い
穴（2か所）に取付金具Bのフック
（2か所）を上からはめ込み、金具同

ご注意

ケーブルホル
ダー（付属）

取付金具A（付属）

本機裏面

取り付け用ねじ（付属）

ケーブルホルダー
（付属）

取付金具B
（付属）

落下防止ワイヤー（付属）
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士の上端が合うまで取付金具Bを
押し下げる。

ケーブル類を取付金具の間に挟み込
まないように取り付けてください。

6 落下防止ワイヤーの先端を、ねじで
壁に固定する。

7 付属のねじアダプターを本機のマイ
クロホンスタンド取り付け穴にねじ

込み、取付金具Aと本機を固定す
る。

キャットウォーク、ポー
ル、照明バトンなどに取
り付ける

1 付属の取付金具Aを、取り付けたい
場所に結束バンドなどで固定する。

2 「壁面に取り付ける」の手順 2～ 7（9
ページ）を行う。

ご注意

取付金具B（付属）

取付金具A（付属）

落下防止ワイヤー（付属）

取付金具A
（付属）

ねじアダプター
（付属）
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運用の準備

以下の手順で、NTリモートシステムの
運用準備を行います。

1 RMU-01セッティングツールをPCに
インストールする。

◆ 詳しくは、「ソフトウェアのインストー
ル」 （14 ページ）をご覧ください。

2 RMU-01 セッティングツールをイン
ストールした PCと本機を LAN
ケーブルで接続する。

この段階では、DWR-R01D と接続
する必要はありません。

3 RMU-01 セッティングツールで、本
機の IP アドレスを設定する。

◆ 詳しくは、「RMU-01 セッティングツー
ルの使いかた」 （11 ページ）をご覧くだ
さい。

4 PoE ハブや PoE 給電器、DWR-R01D
などと本機を接続する。

◆ 本機の電源供給について詳しくは、「電
源および各機器との接続」 （22 ページ）
をご覧ください。

◆ システム構成例について詳しくは、
DWR-R01D に付属の取扱説明書をご覧
ください。

RMU-01セッ
ティングツールの
使いかた

お使いの PC環境によっては、RMU-01
セッティングツールを起動するとファイ
アーウォールにブロックされる場合があ
ります。ブロックが有効になると NTリ
モートの運用に必要な LAN通信が妨害
されて正常に動作しませんので、RMU-
01 セッティングツールに対してブロック
を解除するようファイアーウォールを設
定してください。

ここでは、リモートコントロールユニッ
ト RMU-01 に付属のソフトウェア
「RMU-01 セッティングツール」の使い
かたを説明します。

表記上の決まり
• メニューまたはボタンをクリックし、
その下に表示されるサブメニューを選
択する操作を、「［メニュー（ボタン）
名］ >［ サブメニュー名］を選択す
る」、と表現します。
例：File メニュー > New を選択する。

• キーボードのあるキーを押したまま別
のキーを押すことを示すときは、キー
の名前を「＋」記号でつなぎます。
例：Ctrl ＋ C キーを押す。

ご注意
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本文中の画面について
本文中の画面は、お使いの OS（オペ
レーティングシステム）により異なる場
合があります。

ソフトウェアの動作条件
RMU-01 セッティングツールは、以下の
条件を備えた PC上で動作するように設
計されています。

Windows は、米国Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国に
おける登録商標です。

準備

接続
RMU-01 と PC を LANケーブルで接続
します。
PCとの接続には、カテゴリー 5以上で、
100 m 以内の長さの LANケーブルを使
用してください。

PCとの接続方法によって、以下の LAN
ケーブルを使用してください。
PC を直接接続する場合：クロスケーブ
ル
ハブを介してPCと接続する場合：スト
レートケーブル

◆ RMU-01 の接続について詳しくは、「電源およ
び各機器との接続」 （22 ページ）をご覧くだ
さい。

ネットワークの設定
RMU-01 および PC のネットワーク接続
に関する設定を行います。
ネットワーク上で PCが他の機器を認識
するためには、接続するすべての機器に
ホスト名、IP アドレス、およびサブネッ
トマスクを設定する必要があります。
以下に、PC と RMU-01 を 2 台接続する
場合の設定例を示します。

1) RMU-01 の IP アドレスは、続き番号である必
要はありません。

2) 通常は「255.255.255.0」に設定してください。

項目 条件

OS Windows Vista（SP2 以
降）／Windows 7（32bit/
64bit）／Windows 8
（32bit/64bit）／
Windows 10（32bit/64bit）

CPU/RAM お使いの OS で推奨される
条件以上

ハードディスク
の空き容量

100 MB 以上

モニター 1024 × 768 ドット以上を
推奨

その他 英語表示が可能なこと
100Base-TX もしくは
10Base-T LANカード
CD-ROMドライブ

機器 IP アドレス サブネット
マスク

PC 192.168.0.200 255.255.255.0 2)

RMU-01
（1 台目）

192.168.0.100 1)

RMU-01
（2 台目）

192.168.0.101 1)
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ネットワークで接続される機器の IP ア
ドレスは、すべて異なる値に設定してく
ださい。機器どうしで設定が重複する
と、ネットワーク上で正しく認識されま
せん。

PCのネットワーク設定
下記の操作は、Windows 7 での設定操作
について説明しています。

◆ Windows 7 以外の OSでの設定については、
お使いになるOSのヘルプをご覧ください。

1 スタート＞コントロールパネル＞
ネットワークとインターネットを選
択する。

2 「ネットワークと共有センター」を
クリックする。

3 「アダプターの設定の変更」をク
リックする。

4 ローカルエリア接続アイコンを右ク
リックして、「プロパティ」をク
リックする。

ローカルエリア接続のプロパティ
ウィンドウが開きます。

5 「インターネットプロトコルバー
ジョン 4（TCP/IPv4）」をダブルク
リックする。

インターネットプロトコル（TCP/
IP）のプロパティウィンドウが開き
ます。

6 「次の IP アドレスを使う」をクリッ
クし、IP アドレス欄に IP アドレス
を入力する。

IP アドレスは、ネットワーク接続す
る他の機器と重複しないように設定
してください。

7 サブネットマスク欄に「255　255　
255　0」と入力する。

8 「OK」をクリックして、インター
ネットプロトコル（TCP/IP）のプ
ロパティウィンドウを閉じる。

9 「閉じる」をクリックして、ローカ
ルエリア接続のプロパティウィンド
ウを閉じる。

ご注意

ご注意
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ソフトウェアのインス
トール

以下のインストール方法は、Windows 7
での操作を説明しています。お使いの
OS（オペレーティングシステム）により
操作方法が異なる場合があります。

インストールに関するご注意
• すでに古いバージョンの RMU-01 セッ
ティングツールがインストールされて
いる場合は、アンインストール（14
ページ）してからインストールを行っ
てください。

• インストールを実行する前に、すべて
のアプリケーションを終了してくださ
い。

• Administrator 権限でログインしてく
ださい。

1 CD-ROMをCD-ROMドライブに入れ
る。

2 「スタート」ボタンをクリックし、
「ファイル名を指定して実行」をク
リックする。

3 「参照」ボタンをクリックし、「ファ
イルの参照」ダイアログで CD-ROM
ドライブを指定する。

4 「setup.exe」を選択し、「開く」ボタ
ンをクリックする。

CD-ROMが起動し、「Welcome to 
the InstallShield Wizard for RMU-01 
Setting Tool」と表示されます。

すでに古いバージョンの RMU-01
セッティングツールがインストール
されている場合は、いったん古い
バージョンのソフトウェアをアンイ
ンストールしてから、新しいバー
ジョンのインストールを実行してく
ださい。

◆ 詳しくは、「アンインストールするには」 
（14 ページ）をご覧ください。

5 「Next（次へ）」ボタンをクリックす
る。

「Destination Folder」と表示されま
す。

6 インストールする場所を確認または
変更する。

変更するには、「Change（変更）」
ボタンをクリックして表示されるダ
イアログでインストールする場所を
指定します。

7 「Next（次へ）」ボタンをクリックす
る。

8 「Install（インストール開始）」をク
リックする。

インストールが始まります。
必要なファイルがハードディスクに
コピーされると、「InstallShield 
Wizard Completed」と表示されま
す。

9 「Finish（終了）」ボタンをクリック
する。

アンインストールするには
Windows のコントロールパネルから
「アプリケーションの追加と削除」を選

ご注意
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択し、リストから「RMU-01 Setting 
Tool」を選択して削除してください。

各ファイルを開く
「スタート」ボタンをクリックし、「すべ
てのプログラム」、「Sony」、「Digital 
Wireless Microphone System」を順番に
選択して表示される、以下の項目をク
リックします。
RMU-01 Setting Tool：RMU-01 セッ
ティングツール（プログラムファイル）
が起動します。
Operating Instructions for RMU-
01：RMU-01 の取扱説明書（PDFファ
イル）が開きます。

起動と終了

起動するには
スタート＞すべてのプログラム＞ Sony
＞ Digital Wireless Microphone System
＞ RMU-01 Setting Tool を選択します。

終了するには
ウィンドウ右上のクローズボタン（×）
をクリックします。
15



各部の名称と働き
ここでは、本ソフトウェアのメイン画面を説明します。

a Search Devices（検出）ボタン
同一ネットワーク内の RMU-01 を検出す
るときにクリックします。

◆ 詳しくは、「ネットワーク内の RMU-01 を自動
検出する」 （18 ページ）をご覧ください。

b Setting（設定） ボタン
機器の名前、IP アドレス、サブネットマ
スクなどの設定を変更するときにクリッ
クします。

◆ 詳しくは、「本機の設定を変更する」 （18 ペー
ジ）をご覧ください。

c Option（自己診断）ボタン
RMU-01 の自己診断をするときにクリッ
クします。

d Name（名前）設定値
同一ネットワーク内で検出された RMU-
01 の名前設定を表示します。

初期状態では、工場出荷時に設定された
16 桁の名前が表示されていますが、本ソ
フトウェアで変更できます。

◆ 詳しくは、「本機の設定を変更する」 （18 ペー
ジ）をご覧ください。

e Mac Address（MACアドレス）
表示

同一ネットワーク内で検出された RMU-
01 の MAC アドレスを表示しています。
1台ごとに固有のMACアドレスが与え
られていて、変更はできません。

1 Search Devices ボタン 2 Setting ボタン
3 Option ボタン

7 Subnet Mask 設定値

6 IP Address 設定値

5 Mac Address 表示

4 Name 設定値

qa Version 表示

9 Target TX 設定値

0 Remote CH 設定値

8 Location（使用地域）設定値
16



f IP Address（IP アドレス）設定値
同一ネットワーク内で検出された RMU-
01 の IP アドレス設定を表示します。

初期状態では、工場出荷時に設定された
アドレス（192.168.0.2）が表示されてい
ますが、ネットワークで接続される機器
の IP アドレスは、すべて異なる値に設
定してください。機器どうしで設定が重
複すると、ネットワーク上で正しく認識
されません。

◆ 詳しくは、「本機の設定を変更する」 （18 ペー
ジ）をご覧ください。

g Subnet Mask（サブネットマス
ク）設定値

同一ネットワーク内で検出された RMU-
01 のサブネットマスク設定を表示しま
す。

初期状態では、工場出荷時に設定された
値（255.255.255.0）が表示されています
が、本ソフトウェアで変更できます。

◆ 詳しくは、「本機の設定を変更する」 （18 ペー
ジ）をご覧ください。

h Location（使用地域）設定値
この機能は、RMU-01 のソフトウェア
バージョン 1.23 以降および、本ソフトの
バージョン 1.12 以降の組み合わせで表示
されます。

使用地域の設定を表示します。ご使用の
地域に合わせて設定してください。
初期状態では、工場出荷時に設定された
値が表示されていますが、本ソフトウェ
アで変更できます。

◆ 詳しくは、「本機の設定を変更する」 （18 ペー
ジ）をご覧ください。

i Target TX（コントロール対象ト
ランスミッター）設定値

この機能は、RMU-01 のソフトウェア
バージョン 1.10 以降および、本ソフトの
バージョン 1.10 以降の組み合わせで表示
されます。
また、RMU-01 のソフトウェアバージョ
ン 1.23 以降および、本ソフトのバージョ
ン 1.12 以降の組み合わせで、コントロー
ル対象のトランスミッターを複数選択で
きます。

RMU-01 からリモートコントロールする
トランスミッターに合わせて設定してく
ださい。

◆ 詳しくは、「本機の設定を変更する」 （18 ペー
ジ）をご覧ください。

j Remote CH（リモートチャンネ
ル）設定値

この機能は、RMU-01 のソフトウェア
バージョン 1.10 以降および、本ソフトの
バージョン 1.10 以降の組み合わせで表示
されます。

RMU-01 がリモートコントロールに使用
するチャンネル設定を表示します。
初期状態では、工場出荷時に設定された
チャンネルが表示されていますが、本ソ
フトウェアで変更できます。

◆ 詳しくは、「本機の設定を変更する」 （18 ペー
ジ）をご覧ください。

k Version（バージョン）表示
この機能は、RMU-01 のソフトウェア
バージョン 1.10 以降および、本ソフトの
バージョン 1.10 以降の組み合わせで表示
されます。
17



同一ネットワーク内で検出された RMU-
01 のソフトウェアバージョンが表示され
ています。

ネットワーク内のRMU-
01を自動検出する
Search Devices ボタンをクリックする
と、同一ネットワーク内にある RMU-01
の検出が始まります。
検出中は、経過を知らせるプログレス
バーウィンドウが表示されます。
検出が終わると、それぞれの RMU-01 の
情報が一覧表示されます。

複数の LAN ポート（有線・無線にかか
わらず）を装備している PC の一部では、
Search Devices ボタンをクリックしても
LAN 接続された RMU-01 を検出できな
いことがあります。
その場合は、OS（オペレーティングシス
テム）の「ネットワーク接続」で、LAN
や IEEE1394 接続などを含むすべての
ポートをいったん無効にしてから、
RMU-01 を接続しているポートのみを有
効にしてください。その後、RMU-01
セッティングツールを再起動して自動検
出を行ってください。

本機の設定を変更する
検出された RMU-01 のリスト表示で、設
定を変更したい機器の名前をクリックし
て選択し、Setting ボタンをクリックす
ると、Setting ウィンドウが表示されま
す。

ネットワークの設定を変更する

機器の名前を変更するには
Name 欄に名前を入力します。16 文字ま
で入力できます。
以下の半角文字とスペースが使用可能で
す。
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R 
S T U V W X Y Z
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ! # & $ @ + - = _ ( ) [ ]

IP アドレスを変更するには
IP Address 欄に数値を入力します。各欄
に 3桁まで入力できます。

サブネットマスクを変更するには
Subnet Mask 欄に数値を入力します。各
欄に 3桁まで入力できます。

リモートコントロールの設定を
変更する
この機能は、RMU-01 のソフトウェア
バージョン 1.10 以降および、本ソフトの
バージョン 1.10 以降の組み合わせで表示
されます。

ご注意
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また、RMU-01 のソフトウェアバージョ
ン 1.23 以降および、本ソフトのバージョ
ン 1.12 以降の組み合わせで、コントロー
ル対象のトランスミッターを複数選択で
きます。

使用地域を変更するには
この機能は、RMU-01 のソフトウェア
バージョン 1.23 以降および、本ソフトの
バージョン 1.12 以降の組み合わせで表示
されます。

Location に、使用する地域を選択して設
定します。ご使用になる地域に合わせて
設定してください。

コントロール対象トランスミッターを
変更するには
Target TX に、RMU-01 からコントロー
ルするトランスミッターのModel No. を
選択して設定します。下表のトランス
ミッターModel No. 一覧より、ご使用に
なるトランスミッターに合わせて設定し
てください。
なお、RMU-01 のソフトウェアバージョ
ン 1.23 以降および、本ソフトのバージョ
ン 1.12 以降の組み合わせで、コントロー
ル対象のトランスミッターを複数選択で
きます。

日本国内モデル

＊バンドブロック（WL、WM、WH）は、送信
機・受信機の対応周波数を識別するためのソ
ニー独自の周波数帯域呼称です。

リモートコントロールチャンネルの設
定を変更するには
Target TX の設定により、ご使用になる
トランスミッターに合わせて最適なリ

モデル
No.
（Model 
No.）

バンド
ブロック
（BAND 
BLOCK）

周波数
帯域
（BAND）

周波数

WL WL TV13-16 470.150 ～ 
494.000 MHz

TV17-20 494.025 ～ 
518.000 MHz

TV21-24 518.025 ～ 
542.000 MHz

WM WM TV29-32 566.025 ～ 
590.000 MHz

TV33-36 590.025 ～ 
614.000 MHz

TV37-40 614.025 ～ 
638.000 MHz

WH WH TV41-44 638.025 ～ 
662.000 MHz

TV45-48 662.025 ～ 
686.000 MHz

TV49-52 686.025 ～ 
710.000 MHz

53 710.025 ～ 
713.850 MHz

G 1.2G 1.2L 1240.150 ～ 
1246.000 MHz

1.2M 1246.025 ～ 
1251.825 MHz

1.2H 1253.175 ～ 
1259.850 MHz
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モートコントロールチャンネルが自動選
択され、Remote CH に表示されます。

また、Custom を選択することにより、
自由にリモートコントロールチャンネル
を選択することも可能です。
本機のリモートコントロールと、他の無
線 LANなどのシステムとの間に電波干
渉がある場合、Custom を選択しリモー
トコントロールチャンネルを選択するこ
とで、電波干渉を避けられる場合があり
ます。

Custom を使用する場合、ご使用になる
トランスミッターに合った最適なリモー
トコントロールチャンネルの自動選択
は、無視されます。この場合、トランス
ミッターの送信電波が、リモートコント
ロールに影響を与える場合があります。
運用前に確認を行ったうえでご使用くだ
さい。

設定の変更が終わったら、OKをクリッ
クします。変更が適用され、メイン画面
に戻ります。
新しい設定が適切だった場合は、設定が
完了した旨のメッセージが表示され、不
適切な場合は、エラーメッセージが表示
されますので、エラーメッセージの内容
に従い設定内容を修正してください。

本機の設定を再度変更するには
Search Devices ボタンを押して検出され
た RMU-01 のリストを更新してから、リ
スト上の変更したい機器の名前をクリッ
クします。

変更せずにメイン画面に戻るには
Cancel ボタンをクリックします。

オプション機能
オプション機能の画面には 2つの機能が
あります。
POWER インジケーター点滅：システム
に複数台が接続されている場合に、特定
のアドレスの RMU-01 の POWERイン
ジケーターを点滅させることで個々の　
判別を容易にする機能です。
自己診断：接続や設置が正しいにもかか
わらず正しく動作しない場合などに、
ハードウェアが正常かどうか自己診断を
行って確認できます。

検出された RMU-01 のリスト表示で、自
己診断を行う対象の機器の名前をクリッ
クして選択し、Option ボタンをクリック
すると、Option ウィンドウが表示されま
す。

POWERインジケーターを点滅させる
には
「Power LED Blink」の右側の Start ボタ
ンをクリックします。
POWERインジケーターが、0.1 秒間隔
で約 5秒間点滅します。

ご注意
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◆ 本機の状態と POWER インジケーターの状態
について詳しくは、「本機の状態と POWER
インジケーターの点灯・点滅について」 （25
ページ）をご覧ください。

自己診断を行うには
「Self Check」の右側の Start ボタンをク
リックします。
自己診断が始まり、以下の1～4の項
目についての診断結果が表示されます。

1) 2.4GHz 無線通信が混雑していると、自己診断
が正常に行われず、結果が「NG!」と表示され
る場合があります。トランスミッターやレシー
バーの電源を切るか、接続を外した状態で自己
診断を再実行されることをおすすめします。

1～3の診断結果が「NG!」と表示され
た場合は、RMU-01 のハードウェアに不
具合があります。お買い上げ店、または
添付の「ソニー業務用商品相談窓口のご
案内」にあるお近くのソニーサービス窓
口にご相談ください。
なお、LAN通信にタイムアウトエラー
が発生すると、診断結果が
「NG!(ErrCode 0xFF)」と表示されます。
この場合は、LAN ケーブルや電源が本
機に正しく接続されていない可能性があ
ります。接続と電源をご確認の上、自己
診断を再実行してください。

メイン画面に戻るには
ウィンドウ右上のクローズボタン（×）
をクリックします。

項目 意味
1 EEPROM 
test

EEPROMのテスト

2 Flash ROM 
test

Flash ROM のテスト

3 RM module 
test

2.4GHz 送受信モ
ジュールのテスト 1)

4 Power 
Source is

電源供給方式
PoE：電源は PoE
AC：電源はAC アダ
プター
21



電源および各機器
との接続

• 必ずカテゴリー5以上のLANケーブル
をご使用ください。

• 接続先の機器（PoE ハブやレシーバー
など）と本機とを接続する LANケー
ブルは、100 m を超えないようにして
ください。

• リピーター機能を持たない PoE 給電器
を中間に挟んでご使用になる場合は、
接続先の機器（DWR-R01D やハブな
ど）から本機までの LAN ケーブルの
長さの合計が 100 m を超えないように
してください。

• 自作した LAN ケーブルを使用すると、
ネットワークが正常につながらない原
因となります。市販の LAN ケーブル
をご使用ください。

本機への電源供給の方法によって、接続
のしかたと使用する LAN ケーブルの種
類は以下のように異なります。

PoE 機器から電源を供給
する
以下に、PoE 機器から本機へ電源を供給
する場合の接続例を示します。

PoE ハブから電源を供給する場
合

PoE給電器から電源を供給する
場合
• PoE 給電器で電源を供給し、レシー
バー（DWR-R01D など）または PCの
みを接続する場合

ご注意 PC

DWR-R01D

RMU-01

1) ストレートケーブル

PoE
ハブ

1) クロスケーブル
2) ストレートケーブル

DWR-R01D

RMU-01

PoE 給電器
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• PoE 給電器で電源を供給し、本機やレ
シーバーなど複数の機器を接続する場
合

ACアダプターから電源を
供給する
• 本機に付属のACアダプターで電源を
供給し、本機にはレシーバー（DWR-
R01D など）または PCのみを接続す
る場合

• 本機に付属のACアダプターで電源を
供給し、本機には複数の機器を接続す
る場合

1) ストレートケーブル

DWR-R01D

RMU-01

PoE
給電器PC

ハブ

PoE給電器

RMU-01

RMU-01

ACアダプ
ター（付属）

1) クロスケーブル

DWR-R01D

AC電源へ

1) ストレートケーブル
2) AC電源へ

DWR-R01D

RMU-01

PC

ACアダプ
ター（付属）

ハブ

ACアダプ
ター（付属）
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故障かなと思ったら

修理に出す前に、もう一度点検してください。それでも正常に動作しないときは、お買
い上げ店またはソニーのサービス窓口にお問い合わせください。

症状 原因 対策

ワイヤレスリモートコント
ロールができない。

トランスミッターとレシー
バーがペアリングされていな
い。

ペアリングを行ってください。
◆ペアリングの手順について
詳しくは、トランスミッ
ター /レシーバーの取扱説
明書をご覧ください。

通信可能な距離以上にトラン
スミッターと離れている。

トランスミッターのコンディ
ションレベルを確認し、レベ
ルが低い場合はトランスミッ
ターとの距離を近くしてくだ
さい。

IP アドレスが正しく設定され
ていない。

付属のセッティングツールで、
接続するすべての RMU-01 の
IP アドレスを正しく設定して
ください。

LAN ケーブルが正しく接続さ
れていない。

クロス /ストレートの種別な
ども含め、LAN ケーブルが正
しく接続されているかどうか
を確認してください。

コントロール対象トランス
ミッターが正しく設定されて
いない。

付属のセッティングツールで、
本機からリモートコントロー
ルするトランスミッターのモ
デルナンバーを設定してくだ
さい。

他の無線 LANなどのシステム
との間で、電波干渉が発生し
ている。

付属のセッティングツールで、
本機のリモートコントロール
チャンネルを制限してくださ
い。

複数設置した環境での運用で、
ワイヤレスリモートコント
ロールに失敗することがある。

故障した RMU-01 が存在する。 付属のセッティングツールで
すべての RMU-01 が認識され
るかどうかと、自己診断で問
題がないどうかを確認してく
ださい。
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本機の状態とPOWERインジケーターの点灯・点滅に
ついて

なお、RMU-01 セッティングツールで IP アドレスを変更した直後にはハードウェアが
いったん初期化されますので、POWER インジケーターは 0.2 秒間隔で点滅します。
4や5のように点滅している場合は、ハードウェアに不具合がある可能性があります。
お買上げ店または添付の「ソニー業務用商品相談窓口のご案内」にあるお近くのソニー
サービス窓口にご相談ください。

ネットワーク上の RMU-01 を
自動検出できない。

複数の LANポート（有線・無
線にかかわらず）を装備して
いる PCでは、OSの「ネット
ワーク接続」でポートの設定
を変更しないと自動検出でき
ないことがある。

OSの「ネットワーク接続」で
PCのすべてのポートを無効に
してから、RMU-01 を接続し
ているポートのみを有効にし
てください。その後、セッ
ティングツールを再起動して
自動検出を行ってください
（18 ページ参照）。

症状 原因 対策

本機の状態 POWER インジケーターの状態
1 起動中 0.2 秒間隔で点滅

2 通常動作時 常時点灯

3 RMU-01 セッティングツールでの「Power LED 
Blink」実行時

0.1 秒間隔で点滅

4 RMモジュールの初期化に失敗 2秒間隔で点滅

5 予期せぬエラー 1秒間隔で点滅
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使用上のご注意

電源供給に関するご注意
• LANケーブル経由でRMU-01に電源供
給（Power over Ethernet）する場合
は、必ず IEEE802.3af 準拠の電源供給
機器（PoE ハブや PoE 給電器）をご
使用ください。

◆ PoE ハブや PoE給電器の使用方法について
詳しくは、それぞれの機器に付属の取扱説
明書をご覧ください。

• 本機に付属のACアダプターとPoE電源
供給機器で同時に電源を供給した場合
は、PoE 電源供給機器からの電源供給
が優先されます。

設置上のご注意
• 本機を複数台同時使用する場合は、互
いに 10 m 以上離してください。また、
2.4GHz 帯を使用する無線 LANアクセ
スポイントなどの機器とは、なるべく
離して設置してください。

• 次のような場所や位置には取り付けな
いでください。
- 天井や壁などの内装材の裏側
- 窓、電気器具（照明器具、電動機、
エレベーター、配電盤など）、電子
機器（コンピューター、調光器、テ
レビ、テレビカメラなど）の近く

- 人や機材の移動によって本機が破損
するおそれのある位置

• LAN端子に直接手で触れないでくださ
い。静電気が流れ、部品が破壊される
おそれがあります。また、静電気から

本機を保護するため、取付金具や落下
防止ワイヤーなどを金属製のものに取
り付けて接地することをおすすめしま
す。

運用上のご注意
• 本機は、単体では機能しません。
DWT-B01、DWT-P01、DWM-01 など
のソニーデジタルワイヤレスマイクロ
ホン送信機の設定変更を行うには、
DWR-R01D などのNTリモートシス
テム対応のレシーバーと接続する必要
があります。

• NT リモートシステム運用の際には、
レシーバーのフロントパネルからもト
ランスミッターの設定が可能です。

使用・保管場所
• 本機は周囲温度0 ℃～50 ℃の範囲で動
作します（ただし、ACアダプター使
用時は 0 ℃～ 45 ℃）。

• 本機を電力機器（回転機、変圧器、調
光器等）に近接して使用すると、磁気
誘導を受けることがありますので、で
きるだけ離して使用してください。

• 電飾などの照明器具により、かなり広
範囲の周波数帯域にわたり電波が発生
し、妨害を受けることがあります。こ
の場合、本機の使用位置により妨害が
増減しますので、なるべく妨害を受け
ない位置でご使用ください。

お手入れ
• 水分やほこりの多い所、活性ガスにさ
らされる所で使用したあとは、早めに
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コネクター部や本機表面のお手入れを
行ってください。お手入れを怠った
り、このような場所で長時間使用した
りすると、機器の寿命を縮めるおそれ
がありますので、ご注意ください。

• 表面やコネクター部の汚れは、乾いた
柔らかい布でふきとってください。シ
ンナーやベンジンなどの薬品類は、表
面の仕上げをいためますので使わない
でください。

主な仕様

無線方式 IEEE802.15.4 準拠
送受信周波数帯域

2405 MHz ～ 
2480 MHz

アンテナ利得 2 dB
空中線電力 1 mW
リモートコントロール距離

最大約 10 m（1 台あ
たり）

LAN伝送速度 10 Mbps/100 Mbps
（自動判別）

接続コネクター LAN 端子：
RJ45 型 8 極コネク
ター（PoE 受電対
応）

ACアダプター端子：
EIAJ-type4

電源電圧 PoE 使用時：DC 48 V
AC アダプター使用
時：DC 12 V

消費電流 PoE 使用時：50 mA
以下

ACアダプター使用
時：100 mA以下

PoE 受電 IEEE802.3af 準拠
（モードA、Bの両
方に対応）

許容動作温度 PoE 使用時：0 ℃ ～ 
50 ℃

ACアダプター使用
時：0  ℃～ 45 ℃

許容保存温度 －20 ℃ ～＋60 ℃
外形寸法 107 mm× 151 mm×

30 mm（幅×高さ
×奥行き）

質量 約 300 g
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付属品 ACアダプター（1）
取り付け金具（2）
ねじアダプター（2）
取り付け用ねじ
（1 式）
落下防止ワイヤー（1）
ご使用になる前に（1）
CD-ROM（1）
保証書（1）

推奨電源コード 部品番号 1-834-600-1X

仕様および外観は、改良のため予告なく
変更することがありますが、ご了承くだ
さい。

• お使いになる前に、必ず動作確認を
行ってください。故障その他に伴う
営業上の機会損失等は保証期間中お
よび保証期間経過後にかかわらず、
補償はいたしかねますのでご了承く
ださい。

• 本製品を使用したことによるお客
様、または第三者からのいかなる請
求についても、当社は一切の責任を
負いかねます。

• 諸事情による本製品に関連するサー
ビスの停止、中断について、一切の
責任を負いかねます。
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